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  “Heart to Heart” 

いよいよ北原記念館での活動開始！ 

より密着した支援を 

 ２００６年の出発に際し、謹んで皆様方のご多幸をお祈り申し上げます。

新しい年を迎えて、世の中の不安や混迷のできごととはまた別に、一方で何

かすばらしい輝きを感じさせるような新しい流れが、世の中には起こってき

ているような気がしておりますし、そのように強く願っております。武蔵野

東教育センターもこうした辺りを照らすものの一翼を担う存在になる気概を

持って、力強く進んでいきたいと思います。 

 この２月からは、完成したばかりの北原記念館に居を移しての活動になり

ますが、この新たな出発にあたり、ニューズレターの第1号を発行いたしま

す。臨時の催し物の予定などが掲載されることもありますので、折々の情報

によく目を通していただければ幸いです。 

 当教育センターでは、お子さまの療育や教育相談、セミナー等を通じて、

ご家庭の幸せに少しでも寄与できるよう、より密着した支援を心がけてまい

りますので、今後ともご協力のほどよろしくお願いいたします。  

  教育センターの平成１８年度の活動内容が決まり、２月から

設備の整った新しい北原記念館３階に引っ越します。新しい場

所で活動を開始することを、スタッフ一同とても楽しみにして

います。 

 ４月からは、皆様の多様なニーズにできるだけそえるよう

に、規模を拡大して療育プログラムを実施します。２人一組で

行うラーニングプログラム、グループでのスクールプログラ

ム、保護者も活動に参加する親子プログラム、長期休みに行う

集中型のサマープログラム・スプリングプログラム、各種教室

として体育教室・音楽教室を用意しました。９月からはコン

ピュータ教室も開催する予定です。ホームページからのお申し

込みもできるようになっています。 

 子育て支援・支援者養成の活動では、今までよりも数多く講

習会やワークショップを行っていきます。幅広い視点から内容

を構成した講習や実践・実技を含めた年間シリーズのセミナー

を開催していく予定です。 
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平成１７年度の活動紹介 

保護者のための自閉症教育講習会 

の仕方などについて話し合

い、胸に名残惜しさを秘めな

がら全日程を終えました。感

謝の念のこもった多くの感想

の中から一、二文をご紹介し

ます。「日に日に子どもが変

わってきているのがわかりま

した」「息子が、明日で先生と

はバイバイなの？今度はいつ

会えるの？と、涙をためて聞いてきたのです。こんな短い間

に確かに先生との信頼関係ができ、日を重ねるうちに、約束

事を守って頑張ろうとしている姿に大変感動しました」ホテ

ルに宿泊をしたり、時間をかけて通われた保護者と子どもた

ちの努力は大変なものでしたが、５日間の経験はきっと新た

な出発点になるものと信じています。 

サマープログラム２００５ 
 ８月１日～５日の５日間、年長児１５組、小学校

１年生１１組の計２６家族を迎えてサマープログラ

ムが行われました。夏休み期間ということで、関西

や沖縄からの参加もありました。学園の各園校の教

職員を加えたスタッフ陣のもと、子どもたちは、運

動、工作、学習、着替えや食事のマナーを含む生活

技術などの活動を元気いっぱいに行いました。初日

はどこかぎこちなかった子どもたちも日を追う毎に

楽しさを実感してきて、意欲的に活動できるように

なりました。 

 保護者の方への講習では、教育センターのスタッ

フのほか外部講師として寺山千代子先生（植草学園

短期大学教授）をお迎えし、また学園内の保護者の

方々からも子育ての先輩としての体験談がありまし

た。保護者の皆さんには講習に毎日参観していただ

き、最後には全員が担任と懇談を行って今後の支援
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 平成１８年３月２８日～３０日には、

３日間のスプリングプログラムを行いま

す。進学･入学に備えてステップアップと

なるような内容を用意しています。今後

も長期休みには、地方の方も参加しやす

いように、同様の集中型プログラムを企

画していく予定です。 

療育プログラム 
 本年度は、５日間集中型のスクール

プログラムを年間６回（年長児２回、

年中児４回）行い、３２組の家族が参

加しました。週１回２人一組のラーニ

ングプログラムでは、３２名の療育を

行っています。このラーニングプログ

ラムは３月まで続きます。 スクールプログラムの様子 

サマープログラムの様子 

教育センターでは平成１８年度より会員制度を始

めます。入会希望の方がおられましたら、ご連絡

ください。 

◆FAMILY（正会員） 10,000円（3年有効） 

①お子様の療育のための個人ファイルを作成しま

す。 

②FAMILYの集いなどへ参加できます。 

③ニューズレターを郵送します。 

④当センター主催の講演会やセミナーなどのご案

内をお送りします。 

⑤当センター主催の講演会やセミナーに割引料金

で参加できます。 

◆FRIENDS（賛助会員）一口5,000円（3年有効) 

①ニューズレターを郵送します。 

②当センター主催の講演会やセミナーなどのご案

内をお送りします。 

③当センター主催の講演会やセミナーに割引料金

で参加できます。 

FAMILY・FRIENDS会員募集中！ 

 ６月と１２月に自閉症教育講習会が行われ、約７０

名の方の参加がありました ６月は「幼児期の療育－

指導事例より」「コミュニケーション」、１２月は「ボ

ストンヒガシの実践から」「困った行動への対処」に

ついての講習を行いました。 

 教育センタースタッフの講話には、「具体的に何を

すべきかということがよく理解でき、本当にわかりや

すく、自分でも試してみようと思いました」「机上の

空論ではない、実践的なたくさんの情報をいただけ

て、我が子がさらに生きやすくなる知恵となりまし

た」などの感想が寄せられています。 

 また、どちらの講習会にも学園の卒業生の保護者に

ご自分の子育てを振り返っての体験談をしていただき

ました。「大先輩のお母様のお話にとても感銘をうけ

ました。今後のはげみになります」の感想からも察せ

られるように、参加者がうなずいたり笑ったりの説得

力のあるお話でした。 

 これからもご要望に応えられるようなセミナーや講

習会を企画してまいりますので、どうぞお楽しみに。 


